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畜産物の生産振興を目指したヤギの活用

・放牧飼養による乳用ヤギの乳生産性と血液性状の推移

・夏季での乳脂肪低下と秋季以降での乳タンパク質増加

・夏季以降での乳中のカルシウムとナトリウムの増加

・給与飼料の変化による血漿中の尿素窒素の変化

・ヤギ糞堆肥の成分と性状の明示

・同様の飼料給与した牛糞堆肥に比べて窒素、

カルシウムの含量が高い傾向

・ヤギ乳による特色ある畜産物の創出

・異なる条件によるヤギ乳チーズの作製

・ヤギ乳チーズの成分と物性の経時的変化の明示

熱帯地域や開発途上国での未利用資源の飼料としての活用

・ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､ﾈﾊﾟｰﾙ､ﾀｲでの未利用飼料資源の成分と消化性の解明

・反芻家畜の生産に有効な資源の探索

・異なる季節での成分と消化性の変化の明示

・未利用資源の給与がｳｼ､ｽｲｷﾞｭｳ､ﾔｷﾞの生産性に及ぼす影響

・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾋﾟｰやﾄｳﾓﾛｺｼｻｲﾚｰｼﾞの給与による乳生産性向上

・ｲﾝﾃﾞｨｺﾞﾌｪﾗの給与による成長促進の可能性


